
①80歳代、大腿骨転子部骨折のため緊急入院した患者。
②うつ病の既往あり。介護施設では全粥・三分菜で、とろみ剤を使用。早食い傾向があ
り、噛まずに丸のみするためスプーンを使用せず箸を使用していた。歯の欠損はあるが
義歯なし。
③当該診療科では予約入院、緊急入院ともに、常食を入力するルールとなっており、常
食と入力。
④初回食で常食を提供。体位をリクライニング位とし、食事をセッティングし、箸でむ
せなく摂取していることを確認後、介助者は退室。約15分後に訪室すると、顔面蒼白、
全身チアノーゼ、意識レベルが低下し微弱呼吸の状態で発見。胸骨圧迫を開始し、経鼻
エアウェイを挿入し吸引。3日後に死亡。
⑤死因は、窒息。解剖無、死亡時画像診断（Ai）有。
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